
　
　
　
　

河川工作物
　　　アドバイザー会議 No.6
河川工作物
　　　アドバイザー会議 No.6

モセカルベツ川

１基

オッカバケ川

２基

斜里町斜里町

羅臼町羅臼町

は先行的に改良を行うダム

　５河川13基のダム改良が終了したことを受け、「改良をするとサケ科魚類の生息環境等の改善が図ら

れる可能性があるものの、防災機能等への全体的な影響が大きいため、当面【現状維持】と評価した河

川工作物」の、８河川35基のダムを「第２次検討ダム」としました。

　平成26年度はこの第２次検討ダムについて、全体的な影響を判断し改修可能で改良の必要性が高いも

のについて具体的な検討を行っていきます。

　また、これまでのダム改良の経験を活かして先行的に改良の検討を行うダムとして、オッカバケ川２

基、モセカルベツ川１基のダムを選定しました。

▲モセカルベツ川▲オッカバケ川

改良第２弾として、
改良を先行的に行うダムが選定されました！！
改良第２弾として、
改良を先行的に行うダムが選定されました！！
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「河川工作物アドバイザー会議」では、災害から生活を守りながらサケ類が遡上できる

ように、各専門家が行政機関に対して、ダムの改良工事や遡上調査について助言をして

います。しんぶんでは、その活動についてタイムリーな情報をお伝えします！
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二

1994年、流域生態研究所を主宰。
水がつくる川のしくみと、そこで
生活する各種生物の生態行動を研
究しながら生物たちのメッセージ
を的確に伝えられるよう原生林や
川を駆けめぐっています。

委員の妹尾
です。

イワウベツ川支流のピリカベツ川の

改良ダム（河口から3,200ｍ）の上

流では、以前よりサクラマスの遡上

は確認されていましたが、2013年は

初めてシロザケの遡上が確認されま

した。

　秋に雨が多く降り、河川が適度に

増水して、シロザケの遡上にちょう

ど良い条件が生じたものと考えられ

ます。

「改良したダムの効果が続いているか？」

を確認するために、産卵床カウントなどの

遡上モニタリング調査を行っています。

　チエンベツ川の場合、ダム改良後、その

上流でのカラフトマスの産卵床数が多くな

りました。

　その後も産卵床数は増加傾向にあり、ダ

ム改良の効果は継続しています。

　オショロコマの長期モニタリングでは、2013年は

36本の河川を対象に7月、8月、9月の水温を観測し

ました。また、8本の河川でオショロコマの生息密度

を調査しました。オショロコマは水温に敏感で、水

温が16℃を越えるとあまり餌を食べなくなるといわ

れています。

　今回の調査では、8月の平均水温が低いほどオショ

ロコマの生息密度が高く、逆に平均水温が高いほど

生息密度が低いという傾向が見られました。

　知床の気温は上昇傾向にあるといわれていますが、

これに伴って「水温も上昇していくのか？」その場

合「オショロコマにどう影響していくのか？」につ

いて長期モニタリングで調べていきます。

▲ピリカベツ川改良ダム上流のシロザケ
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コ 目コ ！注

ダム改良の効果！

オショロコマの長期モニタリング！

斜里町斜里町

羅臼町羅臼町

は改良したダム

イワウベツ川

ピリカベツ川改良ダム

チエンベツ川

ここまで遡上
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